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	使用料については、住民会の裁量により徴集することができる整備が必要である。
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	上記のほかの施設
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	管理方法の検討により、「（３）全面委託するもの」「（４）直営で維持管理するもの」について、各維持管理の検討を行なった。
	（１）共通の削減プラン
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	清掃回数の検討。清掃範囲の検討により、委託料を削減。
	機械警備業務の見直し
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	設定温度の検討
	（２）施設ごとの削減プラン
	（１）の共通削減プランのほか、施設ごとに考えうる削減方策を検討し、次のとおりまとめた。
	施設ごとの削減プラン
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	草分防災センター
	平成15年度維持費
	２，０４７，８８７円
	削減プラン
	他の公民館分館同様、電気・燃料・水道・汲み取りにかかる経費を利用者（住民会）負担とした場合、９３６，０００円が必要であり
	防災センターとしての機能維持を考慮し、これら費用の何％程度の住民会負担が適当かの検討が必要と考えられる。
	住民会以外の使用も多く見られることから、使用料については、住民会の裁量により徴集することができる整備が必要である。
	施設名
	泉栄防災センター
	平成15年度維持費
	１，７２１，７１１円
	削減プラン
	西児童館施設管理業務員がおり、住民会に管理委託している根拠が明確でない。住民会委託料４２０，０００円（３．５万円×１２月
	（委託の内容：鍵管理・利用受付・周辺環境整備・施設点検・除排雪）
	委託内容の多くが、施設管理業務員の業務と重なるため、夜間および休館日の住民会利用時の管理だけである。
	光熱水費など直接町が支出しており、他の住民会のような負担が生じない。
	以上の理由から、委託料については、夜間および休館日の災害時の避難対策として積算し直すことが望ましい。
	例）鍵管理に限定し、報償費とした場合、１万円×１２月　１２０，０００円
	縮減額　▲３００，０００円
	施設名
	クリーンセンター
	平成15年度維持費
	１０７，１９５，３４２円
	削減プラン
	専門技術的な部分が多く、プロジェクトで検討が難しい。
	施設名
	ケアハウス
	平成15年度維持費
	２７，６５７，２４６円
	削減プラン
	専門技術的な部分が多く、プロジェクトで検討が難しい。
	（現在移譲が検討されている）
	施設名
	セントラルプラザ
	平成15年度維持費
	７，０１１，０８４円
	削減プラン
	商工会の利用による維持管理費が中心であるが、共通の削減プランに従い、経費縮減を進める必要がある。
	施設名
	旧　白　銀　荘
	平成15年度維持費
	７２，３６６円
	削減プラン
	現在使用していないために、維持管理経費は、保険料がほとんどである。保存か撤去かの判断により、今後の保険料、維持管理費（十
	利用状況を考慮すると撤去が妥当である。
	施設名
	深山峠トイレ等
	平成15年度維持費
	３，３１８，４６９円
	削減プラン
	深山峠コミュニティー広場及びトイレ、深山峠公衆トイレ、バイパス公衆トイレ等一括して委託している。
	深山峠公衆トイレを供用廃止した場合、効果額は、▲１８０，０００円
	施設名
	東中会館
	平成15年度維持費
	９０３，５６１円
	削減プラン
	他の公民館分館・住民会館と同様全面的に住民会にゆだねることが公平性からは求められるが、施設規模が大きいことから、十分な住
	施設名
	日東会館
	平成15年度維持費
	４２２，５６８円
	削減プラン
	他の公民館分館・住民会館と同様全面的に住民会にゆだねることが公平性からは求められるが、施設規模が大きいことから、十分な住
	施設名
	海洋センター
	平成15年度維持費
	８，６６８，２０２円
	削減プラン
	平成17年度から春と秋の気温の低い期間に利用時間を短縮するなどの、経費節減が図られている。
	施設名
	浄化センター
	平成15年度維持費
	４２，９８２，５００円
	削減プラン
	専門技術的な部分が多く、プロジェクトで検討が難しい。
	施設名
	自転車駐車場
	平成15年度維持費
	７４２，５５８円
	削減プラン
	冬季間の利用を中止し、委託費の削減を図る。
	１１月～３月の５ヶ月閉鎖により、▲３０９，０００円
	施設名
	役場庁舎
	平成15年度維持費
	３０，２３２，１０５円
	削減プラン
	委託料
	宿直の検討
	現在委託している宿直について、職員による宿直を復活した場合の宿直手当てと委託料の経費の差を検討。
	日直の検討
	現在委託している日直について、職員による日直を復活した場合の日直手当てと委託料の経費の差を検討。代休による対応の検討。
	清掃業務の見直し
	清掃回数の検討。清掃範囲の検討により、委託料を削減。
	施設名
	東児童館
	平成15年度維持費
	８３４，２７２円
	削減プラン
	現在便宜的に住民会の使用料を免除しているが、他の住民会館の維持管理費を全て住民会にゆだねた場合、児童館閉館時の住民会の利
	施設名
	中央保育所
	平成15年度維持費
	６，０３１，６１４円
	削減プラン
	将来的には全面的に委託も視野に入れた検討がされるようであるが、現在のところは、共通の削減プランに従い、経費縮減を進める必
	施設名
	ラベンダーハイツ
	平成15年度維持費
	２０，５７４，１４３円
	削減プラン
	専門技術的な部分が多く、運営にかかる経費についてはプロジェクトで検討が難しいが、共通の削減プランに従い、経費縮減を進める
	デイサービスセンターについては、保健福祉総合センターのデイサービスセンターと利用者を分け合う形となったことから、適正な利
	施設名
	公　　民　　館
	平成15年度維持費
	１２，１７９，０３４円
	削減プラン
	図書館への移行により、平成１５年度決算額に対して維持費の大幅な変動が予想され、検討が難しい。
	平成１７年度以降の維持管理費を見ながら検討を要す。
	施設名
	郷　　土　　館
	平成15年度維持費
	３，１０５，７９８円
	削減プラン
	開館日数の減による委託費の削減（現在教育委員会で検討中）
	非常勤嘱託職員の公民館と郷土館の両方を施設管理することで、報酬の減額が図られている。
	単なる展示見学施設としての機能のほか、歴史資料の収集と保存という機能をどこで担うのかの検討を教育委員会が行なうことにより
	施設名
	開拓記念館
	平成15年度維持費
	２，７２７，９１３円
	削減プラン
	委託料
	開館期間の短縮
	現在の４月～１０月を入館者の少ない４・９・１０月閉館し、開館期間を４ヶ月に短縮するなど、会館日数と時間の短縮の検討を進め
	機械警備の廃止
	盗難や火災の危険性が低く、機械警備の必要性を再度検討する必要がある。
	広場花壇の廃止
	管理費のかかる花壇を廃止し、芝生等へ整備する。
	施設名
	社教センター・武道館
	平成15年度維持費
	２４，４７５，６８０円
	削減プラン
	委託料
	日直の検討
	現在委託している日直について、職員による日直を復活した場合の日直手当てと委託料の経費の差を検討。代休による対応の検討。
	清掃業務の見直し
	清掃回数の検討。清掃範囲の検討により、委託料を削減。
	施設名
	給食センター
	平成15年度維持費
	７，７０７，３６０円
	削減プラン
	施設の老朽化と給食を提供する児童・生徒数の減少を将来的な視野によって検討し、現在中富良野町・富良野市・占冠村で一部事務組
	ただし、国が求めている｢食育教育｣の推進と雇用対策への十分な配慮が必要である。
	施設名
	郷土芸能資料館
	平成15年度維持費
	３２０，４４６円
	削減プラン
	共通の削減プランに従い、経費縮減を進める必要がある。
	施設名
	農産物加工実習施設
	平成15年度維持費
	１，７６６，７０８円
	削減プラン
	報償費　現行の鍵管理を産業振興課及び役場警備員で行なう。(▲240000)
	使用料の徴収　燃料・電気・水道料を利用者でまかなうよう、使用料を徴収する。
	燃料・電気・水道料合計　９９５，３２２円
	年間利用者　　　　　　　　　２，５８８人
	１人あたり経費　　　　　　　３８４．６円
	経費縮減額　▲１，２３５，３２２円
	施設名
	町立病院
	平成15年度維持費
	４７，１００，６０８円
	削減プラン
	専門技術的な部分が多く、プロジェクトで検討が難しい。
	施設名
	保健福祉総合センター
	平成15年度維持費
	―　　円
	削減プラン
	委託料
	日直の検討
	現在委託している日直について、職員による日直を復活した場合の日直手当てと委託料の経費の差を検討。代休による対応の検討。
	清掃業務の見直し
	清掃回数の検討。清掃範囲の検討により、委託料を削減。
	施設名
	葬　　斎　　場
	平成15年度維持費
	７，５０９，６８０円
	削減プラン
	中富良野町の葬斎場が老朽化していることから、上富良野町と共同で新設の話がきているが、上富良野町の炉が、若干新しいために、
	施設名
	日の出公園
	平成15年度委託料
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